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細菌数測定法は，食中毒による健康被害を未然に防ぐための食品製造過程における細菌分析や，

院内感染を防ぐための感染源の細菌分析で必要とされ，いずれの用途でも迅速かつ正確な測定法

が要求される。現在の主要な細菌数測定法として，培養法や蛍光染色法が挙げられる。培養法で

は，低コストに細菌数を測定できるが，約 24~48時間の測定時間を要する[1]。また，蛍光染色法

では測定時間は培養法に比べると短いが，培養法との相関はあまり高くなく，高コストな蛍光試

薬や熟練した技術が必要である[2]。一方で、光発熱効果が誘起する対流を利用して流動性媒質中

の微小物質を集合化する光発熱集合法に関する研究も盛んにおこなわれている[3,4]。 

本研究ではこれらの背景の下，狙った場所に対象物体を集合できる光発熱集合法の特徴に注目

し，全く新しい迅速かつラベルフリーな細菌数測定法の原理構築を目指した。図 1(a)のような実

験系で，レーザー光を光吸収性基板に照射した際に生じる局所熱によって生じる対流と気泡を利

用して，液中の分散体(微粒子や細菌)を気泡と基板の間に集合させて集合率を見積もった[4]。そ

の後，様々な濃度の細菌分散液で同様の実験を行い(図 1(b))，微粒子を用いた実験で得られた集合

率(約 1.7%)を用いて 90 秒レーザー照射して，気泡近傍に集合した細菌数から細菌分散液の初期

濃度の推定を試みた。さらに比較実験として，培養法でも同条件の分散液の濃度を調べ，光発熱

集合法との相関を調べた。 

本手法で見積った濃度は 6.1×10
8
 cells/mLであり，培養法で得られた 5.6×10

8
 cells/mLとの差異

が 10%以内と高い相関を有しているとともに(図 1(c))，わずか数分で測定可能であるため迅速な細

菌数測定法として前途有望である。さらに，分散体を対流によって運ぶため，様々な種類の細菌

に適用できる可能性を有している。本手法が確立されれば，食品や医療分野，そして細菌を扱う

研究室の細菌数測定に多大な波及効果が期待される。 
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図 1 (a)実験系の概略図, (b)細菌の光発熱集合後の光学顕微鏡像, (c)濃度比較 
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